
実践レポート

【報告者】個学担任（宇加江貴久子・長濱好美・山室　元）

【学年】ひかり・のぞみ・わかば級 【教科・単元名】音楽「ふれあいコンサート」

【実践内容】単元の流れ

　　　　　　　　　　　　○曲を決めよう

　　　　　　　　　　　　　・合奏（「パフ」）

　　　　　　　　　　　　　・歌（「赤鼻のトナカイ」・「世界中の子ども達が」）

　　　　　　　　　　　　○今年も菊池先生にご指導していただこう

　　　　　　　　　　　　　・声の出し方

　　　　　　　　　　　　　・コンサートのマナー（あいさつ・待ち方・姿勢・口の開け方・表情）

　　　　　　　　　　　　　・全体の流れ（曲と曲の間をどうするか等）

　　　　　　　　　　　　○準備をしよう

　　　　　　　　　　　　　・係を決める（司会・始めの言葉・終わりの言葉）

　　　　　　　　　　　　　・プログラムを作る

　　　　　　　　　　　　　・飾りを作る

　　　　　　　　　　　　○練習しよう

　　　　　　　　　　　　　合奏・・・・リコーダー・打楽器（自分でリズムをとろう）

　　　　　　　　　　　　　歌・・・・・「赤鼻のトナカイ」:楽器も入れよう
　　　　　　　　　　　　　手話と歌・・「世界中のこどもたちが」:間奏のところを行進しよう
　　　　　　　　　　　　　係・・・・大きな声ではっきり言おう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所は広い方がいい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふれあいホールで発表しよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お客様にも参加してもらおう

【反省】知的好奇心:夏季講習で４年から６年の子ども達にリコーダーの練習を行った。「パフ」は３年の教材であり、子ども達

にとっては学習経験をもつ曲である。耳慣れていることもあり、練習への意欲をもつことができた。また、７月からの練習というこ

とで、それぞれの子ども達のペースにあわせてじっくり取り組めたこともよかった。打楽器を担当する子ども達は、好きな楽器を選

び、曲を聴きながら自分なりにリズムをとることで楽しく演奏に参加できたと思う。また、手話を使っての歌についても経験がある

ため、自信をもってのぞむことができた。練習の中で、曲と曲の間に打楽器を入れることで曲のイメージをふくらませたり、行進す

ることで開放感を味わったりすることができた。今までよりも広いスペースで発表にのぞむことができたこともよい経験であった。

関わり:菊池先生との音楽の時間を子ども達は楽しみにしている。教室に響き渡るソプラノに目を見張り、息継ぎの仕方や声の出し方

についてのお話に集中していた。厳しい指摘もあるが、頑張っていることを適切な言葉でほめてくださるため、子ども達が自信をも

って練習にのぞむことができた。自分や友だちの歌や演奏について、互いにふり返ることもできてよかったと思う。当日までの準備

では、支援の中、自分の役割を果たすこと、プログラムを協力して作ること、飾り付けについてどうするか考えることができた。当

日は、来てくださった先生方や友だちと楽しい時間を共有できたことは何よりだった。アンケートに書かれた感想は、次の活動への

ふれあいコンサートを開こう 夏季講習（リコーダー練習「パ

ふれあいコンサート

菊池先生へお礼の手紙を書こう



励みとなっている。

実践レポート

【報告者】個学担任（宇加江貴久子・長濱好美・山室　元）

【学年】ひかり・のぞみ・わかば級 【教科・単元名】生活単元学習「キャンプに行こう」

【実践内容】単元の流れ

　　　　　　　　　　　　　いつ（7/5～6）
　　　　　　　　　　　　　どこへ（愛川ふれあいの村）

　　　　　　　　　　　　　だれと（３年生～６年生・付き添いの先生）

歌と踊りの練習　　　　　　もちもの（リュックサック・着替え・水筒・お弁当等）

（朝の会）　　　　　　　　どんなことをする（キャンドルファイヤー・スタンツ）

　　　　　カレンダーの記入（後何日?）

　　　　　　もちもの（着る・貼る・マッチング）

　　　　　　泊まる棟の名前・部屋の番号

　　　　　　同じ棟の友だちの名前

　　　　　　同じ部屋の友だちの名前

　　　　　　いっしょにスタンツをする友だちの名前

　　　　　　日程（場所・時刻等）の確認

　　　　　　　　※自己紹介の練習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学校間交流（ふれあいホール）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新玉・大窪・山王・町田・早川

【反省】知的好奇心:ペープサートや文字カードの活用により、キャンプを経験している５・６年生は昨年のことを思いおこすことがで

き、未経験の３・４年生はキャンプへのイメージをもつことができたようだ。ただ、ペープサートの他に昨年の写真を活用すれば、より

具体的に見通しをもつことができたのではないかと思う。また、「やってみよう」では、円形にすわることや担任がエールマスターにな

りきるなどして、キャンドルファイヤーの雰囲気づくりに努めた。今回は、学校で留守番となる２年生も楽しみながら意欲的に活動に参

加することができたと思う。関わり:個学の合同学習や毎年行っている学校間交流では、見る・聞く・話す・待つ・相手のペースに合わせ

ることを大切にした取り組みを心がけてきた。交流を重ねていく中で、相手を視野に入れて行動することができるようになってきている。

自己紹介の声の大きさ・踊りののびやかさ・活動の輪の中に入るときの積極性等、学校間交流１回目よりも２回目、２回目よりもキャン

プ当日というように、回を重ねるごとに増していったことはうれしいことであった。

今年もキャンプに行こう②

ペープサート・文字カード

しおりを書こう② やってみよう②

「キャンプだホイ」の踊り
火の神様の登場
キャンドルに火をつける
スタンツ

（学校間交流）１回目
「エビフライ」を踊ろう
歌・自己紹介　　　　②

衣装（帽子）を作ろう②

（学校間交流）２回目
衣装をつけて「エビフライ」を踊ろう
歌・自己紹介・朝の集いの体操　　②

7/5～6　キャンプ（愛川ふれあいの村）⑩

楽しかったね　思い出を文や絵にしよう
しおりや写真を手がかりにして書く・描く
（提示したり発表したりする）　　　②


